
平成２３年度第４回ＳＰＯＤネットワークコア運営協議会議事概要 

 

１ 日 時 平成２３年８月２２日（月）１６：４５～１７：４５ 

２ 場 所 各コア校（遠隔会議システム利用） 

３ 出席者 徳島大学 日置大学開放実践ｾﾝﾀｰ長，宮田准教授，香川准教授，吉田助教， 

              坂東教育支援課長，伏見教育支援課総務･企画係主任， 

奈良教育支援課総務・企画係員 

      香川大学 佐藤講師，森田給与福利ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ，篠原給与福利ｸﾞﾙｰﾌﾟﾁｰﾌ 

      高知大学 塩崎教授，立川准教授，俣野講師，近田人事課長，田所人事課長補佐， 

正木人事課労務管理係長，中澤人事課人事ｸﾞﾙｰﾌﾟ主任， 

           井上学務課総合教育ｾﾝﾀｰ事務係長 

      愛媛大学 小林教授（議長代理），秦准教授，山田准教授，城間助教， 

大竹特任助教，米澤教育学生支援部次長，秋谷人事課副課長， 

           塩出人事課人材育成ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ，野本人事課員， 

長野教育企画課教育企画ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ，渡部教育企画課員， 

戸田教育企画課員 

 

４ 議題等  

    （１） ＳＰＯＤが加盟校以外の教職員から徴収した研修料について 

ＳＰＯＤ事務局の米澤から資料１及び参考資料１～２に基づき，ＳＰＯＤフォーラム

２０１１において，加盟校以外の教職員から徴収する研修料収入の取扱いについて説明

があり，税制上の問題をクリアするため，ＳＰＯＤフォーラム経費に充当し，執行する

ことで了承された。また，高知大学塩崎委員から，来年度の予算に研修料を組み込んで

はどうかとの提案があり，了承された。 

 

    （２） ＳＰＯＤ研修プログラムにおける遠隔プログラムの実施について 

議長から資料２に基づき，７月２５日に開催したＳＰＯＤ愛媛県内加盟校会議におい

て，加盟校から遠隔可能なプログラムを増やして欲しいとの要望があったため，各コア校

において今後実施するプログラムの中で，遠隔配信可能なプログラムを増やすことができ

ないか確認があった。各コア校からは，遠隔システムの活用状況や遠隔配信を実施するに

あたっての障害や問題点について意見をもらい，遠隔可能なプログラムがあれば事務局ま

で連絡をもらうこととなった。 

 

    （３） ＳＰＯＤフォーラム２０１１について 

ＳＰＯＤ事務局の米澤から資料３－１～３に基づき，ＳＰＯＤフォーラム２０１１の最

終申込み状況について説明があった。なお，空き定員のあるプログラムについては，当日

受付が可能であるため，再度学内に参加を呼びかけてもらうよう依頼があった。 

 



引き続き，ＳＰＯＤ事務局の米澤から資料３－４に基づき，リフレッシュルーム（アク

ティブ・ラーニングスペース１）に展示する展示物について説明があった。なお，リフレ

ッシュルームには，ティーサーバーを設置し，休憩所として活用することについて併せて

説明があった。 

議長から資料３－５に基づき，昨年度のフォーラムのアンケート結果において，受講者

から受講者名簿を配布してほしいことの要望があったため，参加者全員の名簿を全体受付

において配布することの提案があり，了承された。 

 

（４） ティーチング・ポートフォリオ更新ワークショップの実施について 

愛媛大学秦委員から資料４に基づき，９月１６日（金）に愛媛大学で開催するティー

チング・ポートフォリオ更新ワークショップについて，現在，受講条件を満たした教員

に対して参加募集を行っているところであるとの説明があった。 

 

    （５） 教える仕事に就きたい大学院生のためのワークショップの実施について 

愛媛大学城間委員から資料５に基づき，９月１７日（土）～１８日（日）に愛媛大学

で開催するワークショップの概要について説明があり，現在，各コア校に対して参加者募

集を行っているところであるため，再度学内に周知してもらうよう依頼があった。 

 

（６） 平成２３年度大学人，社会人としての基礎力養成プログラム研修（レベルⅡ）の実施

について 

愛媛大学秋谷委員から資料６に基づき，９月２９日（木）～３０日（金）に愛媛大学

で開催する大学人，社会人としての基礎力養成プログラム研修（レベルⅡ）の概要につ

いて説明があり，また，大学人，社会人としての基礎力養成プログラム研修（レベルⅠ）

を１１月９日（水）～１１日（金）に愛媛大学で開催することが決定したことの説明が

あった。 

 

（７） その他 

ＳＰＯＤ事務局の米澤から，共同事業契約書の押印状況について説明があった。 


